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売上収益
（2024年度）
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事業領域別売上収益

2025.3.31現在

アイシングループの紹介

September 2, 2025 
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カーボンニュートラル化および資源・エネルギー循環の取り組み

September 2, 2025 
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トヨタグループ方針に基づき、2035年に生産(Scope1,2）カーボンニュートラルを達成する
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生産カーボンニュートラルへの道筋(アイシンの考え）

徹底した省エネ＋工法の革新によりエネルギーをMIN化し、残存するCO2にはCN技術を適用

（例）アルミダイカスト工程における省エネの取組
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Scope１(燃焼) CO2排出量内訳と削減技術

September 2, 2025 

キューポラ炉 

136 

コジェネレーション 

98 

アルミ溶解炉 

81 

蒸気ボイラー 

37 

ガス浸炭炉 

36 

その他

58 

446
千t‐CO2

アイシングループ Scope1 排出量（’21年度）

設備 主燃料
燃料転換の方策
★：開発中新技術

キューポラ炉
石炭
コークス

バイオ成型炭 ★

コジェネレーション

都市ガス
・

LPG

電気（購入電力）への切替
（熱利用設備は電化）

アルミ溶解炉
水素バーナー ★
電気ヒーター ★

メタネーション(e-methane）★

蒸気ボイラー 蒸気レス化＋電化

ガス浸炭炉
水素バーナー ★
電気ヒーター ★

メタネーション(e-methane）★

エネルギー価格が不透明・予測不能なため、工業炉に対しては複数の技術を並行して開発（マルチパスウェイ）。
メタネーションは必要なCN技術の一つとして開発・実証していく

設備別 燃料転換の方策
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メタネーションの取組

September 2, 2025 

工場規模や地域性を考慮し、①オンサイト、②オフサイト（地域連携）のFS、開発、実証を並行して進める

①オンサイト ②オフサイト（地域連携） 海外産

導入規模・設置面積 大（CO2回収、メタネ、水素）→大企業向け 中(CO2回収)→中小企業および大企業向け 不要

製造・調達コスト

（’30断面推定）
高 （LNG価格の2.8倍） 高 （LNG価格の2.4倍） ？？？

環境価値 明瞭（法整備不要）
明瞭で法整備済のため、

実運用上の整理が必要
国際的な取引ルール整備が必要

工場
・ガス使用
・CO2排出
・排熱

(CCU/S [CO2貯留・利活用])

CO2回収 輸送・貯蔵需要
・圧縮
・液化

水素生成

CH₄

CNメタン供給

メタン

合成 水素・海外(輸入)

・国内

システム

海外水素
メタン

合成

メタン輸送
(液化・船舶)

H2

水素輸送・貯蔵
H₂

海外産メタン

合成

CO₂
CO2

②オフサイト(地域連携)①オンサイト
CP・炭素税

技術開発・支援

[参考] 第4回国内メタネーション事業実現タスクフォースの
資料から引用(’30年断面、中部地区企業想定)
試算前提①太陽光余剰電力0円、液体水素CIF価格30円/N㎥

①オンサイト ②オフサイト 天然ガス(LNG)

コ
ス
ト

[¥
/N

m
3
-C

H
4
]

248  212  90

水素水素

他 他 成立ライン

※第13回メタネーション官民協議会資料より引用
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①オンサイトメタネーションの実証（’23年4月～ ＠西尾ダイカスト工場）

September 2, 2025 

【実証の概要】

・分離・回収工程

小型化のため、化学吸収式を採用。

独自設計の回収機構とその機構に

適合する吸収剤を用いた装置を開発。

・装置能力

CO2回収量0.024t-CO2/日

(溶解炉1台から発生するCO2の約1/100) 、

メタンガス生成量12m3/日(ntp)。

   2025年度末には溶解炉１台分の

   CO2を全量回収する装置を製作して

評価開始する予定。

技術開発は順調だが、オンサイトでの水素調達価格が高く経済合理性が不成立の見通し。実運用時期は未定
（内陸部への水素運搬はコスト高く支援策も無し）
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湾岸地域で水素調達コスト低い、需要家側の設備改造少ないなどのメリットあるが、経済性成立に課題
⇒実証を通じ制度設計や支援策を積極的に提言していく

②オフサイトメタネーション（地域連携）の実証

現状はFS事業※の結果を踏まえ、地元協力企業3社（ガス事業者、製造業）による小規模実証へステップアップを検討中。

(’30年頃(想定)の投資判断、’34年の事業開始に向け活動）

■計画中のシステム

※「令和６年度既存のインフラを活用した水素供給低コスト化に向けたモデル構築・FS事業（二次公募）」において、東邦ガス(株)と(株)日立製作所が取り組んだ
事業名「地域資源を活用した原料調達（CO2、水素）によるe-メタン製造および既存導管NWによる供給」による検討結果

CO₂運搬

オフガス
（CO₂:75%,CH₄:25%)

都市ガス
原料利用

混合ガス e–メタン
冷熱発電

既設 新設想定
H

水素
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C
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CO₂
液化設備

C1
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工場由来
CO₂）
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水素製造装置
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気体CO₂
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C4

C5

消化タンク
C3
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参考：海外産に対する受け止め

September 2, 2025 

2035年CN目標の製造業にとって、国際的な認証と2030年の導入予定量が大きな課題
※ロードマップによる2030年のガス会社の調達見込み（東邦ガス管内の供給量の1%） ＜ アイシン単独でのガス使用量

①オンサイト ②オフサイト（地域連携） 海外産

導入規模・設置面積 大（CO2回収、メタネ、水素）→大企業向け 中(CO2回収)→中小企業および大企業向け 不要

製造・調達コスト

（’30断面推定）
高 （LNG価格の2.8倍） 高 （LNG価格の2.4倍） ？？？

環境価値 明瞭（法整備不要）
明瞭で法整備済のため、

実運用上の整理が必要
国際的な取引ルール整備が必要

工場
・ガス使用
・CO2排出
・排熱

(CCU/S [CO2貯留・利活用])

CO2回収 輸送・貯蔵需要
・圧縮
・液化

水素生成

CH₄

CNメタン供給

メタン

合成 水素・海外(輸入)

・国内

システム

海外水素
メタン

合成

メタン輸送
(液化・船舶)

H2

水素輸送・貯蔵
H₂

海外産メタン

合成

CO₂
CO2

②オフサイト(地域連携)①オンサイト
CP・炭素税

技術開発・支援

[参考] 第4回国内メタネーション事業実現タスクフォースの
資料から引用(’30年断面、中部地区企業想定)
試算前提①太陽光余剰電力0円、液体水素CIF価格30円/N㎥

①オンサイト ②オフサイト 天然ガス(LNG)
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4
]

248  212  90

水素水素

他 他 成立ライン

※第13回メタネーション官民協議会資料より引用
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【中小規模分散型カーボンリサイクルモデルの構想】
■ 中部地区の製造業を想定した、多種のCO₂排出事業者と多様な利用者の連携モデル

【期待効果】

（１）サプライチェーン全体でCO₂排出Min化

・地域完結で輸送CO₂排出Miｎ化（①②③）

・海外からのCO₂購入を削減（①）

・水素の内陸部への運搬不要（③）

（２）地域の産業競争力確保

・導入初期は炭酸ガスの販売により

設備コストを回収（参入障壁緩和）（①）

・海外e-methaneの量的補完と内陸部への

水素導入が不要な中、中小を含む各産業が

クリーンなエネルギーを安価に調達（③）

（３）CO₂取引量が安定・安価に実現

・CO₂排出者と利用者が複数あることで、

 季節変動影響などを平準化（①②③）

排出者B

燃焼
設備

CO₂
回収

燃焼
設備

排出者A

燃焼
設備

CO₂
回収

排出者C

リサイクル事業者

受入 出荷

受入
CaCO₃
製造

ガス事業者（選定中）

受入
CH₄
製造

ガス事業者（東邦ガス）

①炭酸ガス直接利用

②CCU（炭酸カルシウム⇒コンクリート）

③CCU（地域メタネーション）

・炭酸飲料
・ドライアイス
・溶接ガス 等

コンクリート製品
（主に２次製品）
ゴム製品

都市ガス
（導管注入）

車両
輸送

車両
輸送

車両
輸送

CO₂
回収

貯蔵
(液化/気化)

徐々に増やしていく

例）製造業 Tier2,3･･･

例）浄化事業者、バイオマス事業者

貯蔵
(液化/気化)

貯蔵
(液化/気化)

メタネーションだけに依存しない方策の検討

メタネーションは水素価格への依存度が高い⇒多様な技術を選択可能にするシステムを構想中
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まとめ

・将来の燃料価格や環境価値の動向が不透明な中、化石燃料のCN化
技術開発はマルチパスウェイで進め、技術の普及に貢献する

・需要家にとって、燃料転換の最大の障壁は経済性を成立させること。
実証を通じ、どこにどのくらいの支援が必要かを明確にする

・メタネーションは水素価格への依存度が高く需要家では予測、コントロール不可。
⇒他のCN技術も選択可能かつメタネーションも選択できる社会システムの検討、

 提案もしていく
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未来地球に美しさを運び続けます
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